
ウテメリン錠5mgを処方された方へ

以下の注意事項をまもってのみましょう。

ウテメリン錠5mg（ K UTの記号が入っている白い錠剤）は、
おなかのはりや下腹部の痛みをとり、子宮の状態を正常に
保って流産や早産への進行をおさえるお薬です。

お薬は、食事の後に忘れずにのみましょう。

副作用が心配な場合は、医師に相談しましょう。
人によっては、以下の症状が出ることがあります。
症状が強く出る時には、医師に相談してください。

　　● 動悸（心臓がドキドキする）がする
　　● 脈が速くなったように感じられる
　　● 顔が赤くなる　　　● 手が震える

お薬を処方されている間は、安静を心がけましょう。
このお薬が処方されている間は流産や早産の危険が
あると考えられ、安静にすることが大切です。
とくにお薬をのんだ後は、30分
くらい、横になって休みましょう。

赤ちゃんや子供が誤って
お薬を口に入れないよう
お薬は、お子さんの
手の届かない所に
保管しましょう。
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̶わからないこと、不安なことがあれば、医師・薬剤師にご相談ください̶



ウテメリン錠5mg PTPシート裏面にはQRコード
が印刷されています。スマートフォンやタブレット
PCを用いてこれにアクセスすると、ウテメリン錠の
おくすり情報、妊娠中の生活における注意点、母体と
胎児の変化等についての情報をご覧いただけます。

UT003A
2019年8月改訂
2003年9月作成


